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小学校教師における支援を要する子どもに直面した際の困惑と

その後の「子どもの見方」の変化

The difficulties of teaching children with special needs and change of “children angle”
 in elementary school teachers
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要約：小学校の教師は，授業や学級経営，子どもへの対応，保護者への対応，教職員

の関係など様々な側面に困難を抱えている場合がある．中でも支援を要する児童への

対応の困難さを感じている教師は少なくないと考えられる．小学校の特別支援教育に

対する教師の専門性の向上のためには，研修だけでなく，教師自身が自らのとまどい

や課題を解決するといった経験が重要な役割を果たすであろう．本研究は，小学校の

通常学級を経験した教師に特別な支援を要する子どもとの関わりの中で教師が抱えた

困惑についてインタビュー調査を行い，それらの経験を通して子どもと教育の見方が

どのように変わっていったのかを検討した．その結果，子どもの視点に立ち，子ども

中心の教育へと見方が変化したことが見出された．変化の要因としては，同僚や他教

師との出会い，学校の異動，研修といった外的要因，子どもとの信頼関係を感じるな

どの内的要因が関係していた．これらの要因について教師が積極的にそれぞれの意味

を見出して受け止めることで，変化が起きていたと考えられる．
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Ⅰ　問題と目的

　2006年（平成18年）６月に学校教育法が改正され，第81条第１項に「小学校，中学校，高等学校，

中等教育学校及び幼稚園においては，次項各号のいずれかに該当する児童，生徒及び幼児その他教

育上特別の支援を必要とする児童，生徒及び幼児に対し，文部科学大臣の定めるところにより，障

害による学習上又は生活上の困難を克服するための教育を行うものとする．」と規定され，小・中学

校等においても，在籍する特別な支援を必要とする児童生徒への適切な教育を行うことが明示され

た．また，2007年（平成19年）４月から，「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられ，幼稚園・

小学校・中学校・高等学校を含め，すべての学校において，障害のある幼児児童生徒への教育をさ

らに充実していくことなった．「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を

必要とする児童生徒に関する調査結果について」（文部科学省, 2012）によれば，「知的発達に遅れは

ないものの学習面又は行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合は6.5％」と示されている．小学校

の教師は学級経営や授業の中で，特別な支援が必要とされる児童に対して，個別のニーズに合った

支援や関わりを行うことが求められている．

　小学校の教師が現場で抱える苦悩には，授業や学級経営，子どもへの対応，保護者への対応，教

職員の人間関係などの様々なことがある上に，多忙ということも挙げられる．特に初任教諭は，現
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場での経験があまりないにも関わらず，他の教師と同じように授業や学級経営，子どもへの対応，

保護者への対応を行わなくてはならず，心の健康にかかわる問題も多く取りざたされている．学級

の中で特別な支援を要する児童への対応の困難さには初任教諭だけでなく，経験を積んだ教員もと

まどうことがある．高平・太田・佐久間・若月・野口（2015）は，小学校の教師が学校現場でどの

ような職務上の困難に遭遇しているか検討し，新任時の困難と現在（２年目以降）の困難度を比較

検討している．そこでは，「新任時の困難と現在の困難の両方において，困難度が高い要因の一つが，

『軽度の発達障害が疑われる児童への対応』である．」と述べられている．教師側の発達障害に関す

る知識や理解の不足や，発達障害児による授業中の問題行動やそれに伴うほかの児童への学習の影

響，保護者の不理解により適切な指導体制がとれないなど様々な問題があり，困難さを感じている

教師は少なくないと考えられる．

　瀬底・浦崎（2009）は，特別支援教育が本格的に実施されるようになり，「多くの教師が『特別な

支援を必要とする児童』の支援に対して，『とまどい』を感じている」と述べている．また瀬底・浦

崎（2009）は「教師の支援に対する『とまどい』を抜きにした特別支援教育システムの機能化及び

機能性の向上は難しい」としている．このような言及に加えて，岸野（2007）は「教師としての専

門性を向上させていく上では，子ども観・授業観の新たな発見や自らの課題の解決といった学びが

鍵となっている．」と指摘している．以上の知見を踏まえると，小学校の特別支援教育に対する教師

の専門性の向上のためには，研修だけでなく，教師自身がとまどいを含む困惑や自らの課題を解決

するといった経験が重要な役割を果たすことが予想されるであろう．

　そこで本研究では，小学校の通常学級を経験した教師へのインタビュー調査を通して，特別な支

援を要する子どもとの関わりの中で教師が抱えた困惑，そして，それらの経験を通して子どもや教

育の見方がどのように変わっていったのかを明らかにすることを目的とする．

Ⅱ　方法

１．対象

　調査協力者は，特別支援教育に関心がある教員８名であり，教員採用のはじめに，小学校の通常

学級の担任を経験し，その後特別支援教育に携わった経験があるか，特別支援教育について大学等

で学んでいることを条件とした．特別支援学校の教員免許を保有している教員は６名であった．調

査事例の概要を表１に示す．

２．手続き

　X年11月，調査協力者に半構造化面接を行い，教師の支援が必要と思われる児童に対しての迷い

や葛藤，悩みなどを具体的に聞き取り，その後特別支援教育に対してどのように気持ちや考え方が

変化していったかということを中心にインタビューを行った．インタビューでは，研究目的を事前

に説明した後，表２に示した質問内容を中心に面接を行った．面接時間は50分から100分程度であっ

た．

　また，インクルージョン推進教師アセスメント尺度（McGrath, 2010）（表３）によるアンケートを

行い，特別支援教育に取り組んでいる教師とインクルーシブ教育の関連性についても調査した．

３．分析方法

　分析は岸野（2006）を参考にしながら，以下のように進めた．

　まずボイスレコーダーの録音データより，逐語録を作成する．第１に教師としての子どもや教育

の見方がこれまでと変化したことについて整理し，第２に見方の変化に影響した困惑した出来事と，

特別支援教育にプラスに促進するものに関して語り全体を通して明らかになったものを整理した．
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なお困惑とは，困り，どうしてよいか分からないことの経験と定義した．見方とは，教師の子ども

や教育に対する考え方と定義した．第３に変化からその後の経験について整理し，分析を行った．

教師の語りの全体像と，教師のライフ・ストーリーが見えるように，時系列に沿って表に提示した

上で，分析の視点に基づき，教師の変化の要因，意味について記述し，考察を行った．

　なお，分析の厳密性を確保するため，特別支援学校（知的障害）の学級担任経験が６年ある大学

教員（第二筆者）と第一筆者と同様に教師の質的研究に取り組んでいた学生とで協議し，随時，分

析経過の検討を行った．

４．倫理的配慮

　研究協力者には，調査の目的，録音の承諾等について口頭と書面による説明を行った．また，論

文をまとめる際，個人が特定されないよう配慮することを伝えて，承諾を得た．

表１　調査事例の概要

年齢 性別 教職経験年数 特学等経験年数

A先生 50歳代 男性 30年

特別支援学校５年

ことばの教室４年

支援学級（知的）１年

支援学級（自閉症）１年

B先生 40歳代 男性 23年
特別支援学校

支援学級３年

C先生 30歳代 男性 16年 支援学級３年

D先生 30歳代 男性 17年

E先生 50歳代 女性 31年

特別支援学校18年

支援学級２年

通級指導教室１年

F先生 40歳代 男性 24年

G先生 40歳代 女性 23年
特別支援学校３年

支援学級４年

H先生 50歳代 男性 30年

支援学級２年

ことばの教室４年

特別支援学校５年
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表２　半構造化面接の質問項目

１．インタビューの対象者について

（１）性別

（２）年齢

（３）教職年数

（４）保有免許状種類

２．教員になった当初、特別支援教育に関心はありましたか。

３．支援を要する（と思われる）児童に対して悩みや葛藤、迷いなどはありましたか。

４．特別支援教育の重要性を感じたときはどんなときですか。またどうしてそのように思いましたか。

５．特別支援教育を進めていく中で、悩みや迷いなどはありましたか。

６．今、現在意識して行っていることや、実際に取り組んでいることはありますか。

７．特別支援教育をやっていてよかったと思ったことはありますか。またどんなときに思いますか。

表３　インクルージョン推進教師アセスメント尺度

A B C

①
多様な学習スタイルや特別な
支援に対して広く許容できる。

多様な学習スタイルや特別な
支援に対してある程度許容で
きる。

多様な学習スタイルや特別な
支援に対してほとんど許容で
きない。

②

環境調整や課題改善は、学級
にいる数名の子どもたちに
とって必要不可欠なだけでな
く、学級の子どもたち全員に
とってよいものであると考え
ている。

環境調整や課題改善を実施す
る意欲がある。

環境調整や課題改善のなかに
は、子どもたちにとって必要
以上に有利になってしまうも
のもあると思う。

③

多様な学習スタイルをもつ子
どもたちの学習スキルを伸ば
すために、支援員を効果的に
利用している。

多様な学習スタイルをもつ子
どもたちの課題や作品を完成
させるために、支援員を効果
的に利用している。

子どもたちの行動をコント
ロールさせたり、教材を整理
させたりするなど、学級経営
の手伝いをさせるために、支
援員を効果的に利用している。

④

それぞれの子どもについての
強み、弱み、教育的ニーズに
ついてのはっきりとした、そ
して詳細な知識がある。

それぞれの子どもの学級内に
おける順位を把握している。
下から３分の１までの範囲に
いる子どもたちのニーズは把
握している。

学習面に困難がある子どもた
ちの弱みや不得意な点につい
て把握している。

⑤

あなたの学級にいる子どもた
ち一人ひとりの習熟度を考慮
しながらカリキュラムを分析
し、授業を計画している。

学級の数人の子どもたちに対
して時々カリキュラムの内容
を変更している。

カリキュラム通りに授業をし、
特定の子どもたちのために変
更することはめったにない。

⑥

障害のある子どもも障害のな
い子供も含むすべての子ども
たちが、あなたの学級にいる
ことに価値を感じている。

子どもたちはあなたの学級に
いることに満足している。

障害のある子どもたちやその
保護者たちは、あなたの学級
に在籍していることに困難を
感じているかもしれない。

⑦

あなたの学級にいるすべての
子どもたちのことを心から愛
している。現在担任している
子どもたちが、過去に担任し
たことのある子どもたちと似
ているところもあるが、それ
ぞれに違った個性があり、お
もしろい一面をもっている。

あなたの学級にいる子どもた
ちのことをすばらしいと思っ
ている。過去にあなたの学級
に似たようなタイプの子ども
たちがいたことがあるため、
その経験をもとに、すぐに彼
らに対応することができる。

ほとんどの子どもたちはすば
らしいが、あなたをいらだた
せる子どもたちも何人か学級
のなかにいる。

⑧
あなたたちの学級の子どもた
ちは全員、毎日成功体験を重
ねている。

少なくとも 50％の確率で、あ
なたの学級の子どもたちは成
功している。

あなたの学級にいる数人の子
どもたちは、めったに成功し
ていない。
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Ⅲ　結果

　インクルージョン推進アセスメント尺度の結果のA
を３点，Bを２点，Cを１点とし，教師それぞれの合計

点と平均点を出した結果を表４に示す．最高24点に対

し，いずれの教師も高い点数であることから，特別支

援教育を推進している教師であることがわかる．

　８名のインタビュー内容について録音データから逐

語記録を作成し，それをもとに変化が見られたところ

と，その要因について，教師の語りから拾っていった．

８名の総インタビュー時間は約９時間で，逐語記録の

総文字数は約10万字であった．

　本研究では，教師の語りの全体像が見えるように，

鍵となる言葉やフレーズを表に提示した上で，分析の

視点に基づき，教師の変化やその要因，意味について

記述した．（表５，６）

　教師に起きた変化について，どのような変化が起き

たのか，変化の要因としてどのような出来事が関連し

ていたのか，その後どうなった，あるいはどうしたい

と考えているか，という順で分析結果を記述する． 

１．子ども視点への変化，ならびに変化に対する要因とその意味

　(1)教師の視点から子どもの視点への変化

　D，E教諭は主に学級経営について，これまでは学校，学級はこうあるべきだという自分の中のイ

メージがあったが，すべての子どもが学級の中で居場所が作れるように，イメージの枠を広げたり，

子どもの意見を含めたりして，学級作りをするように変化したと語る．B，C，D，F教諭は適切な実

態把握をすることが大事だと語り，子どもと向き合う姿勢の変化がうかがえる．B教諭はその子ども

にとって大事だと思う実態を見極めて，その課題を見つけたら，適切な目標を立てて，適切な支援

をすることは，通常学校でも特別支援学校でも同じだと語る．C教諭は目の前にいる子どものいいと

ころは何か，課題はどんなものがあり，どういうふうにしてあげたいかと子どもの成長・発達を願

うようになった．D教諭は子どもの見せているものすべてに意味があり，背景があることがわかった

と語る．F教諭は，自分の理想とする学級があって，その理想とするハードルが高ければ高いほどつ

いてこられない，超えられない子どももいるから，自分の心の中のハードルをもっと下げるように

なった．また，B教諭は子どものわからなさとかできなさを，なぜできないのか子どもに返すのでは

なく，どうしてできないのだろうと，原因を考えるようになったと語っており，いずれも教師の視

点からではなく，子どもの視点に立つことに変化したと捉えられる．

　(2)変化の要因

　語り全体から明らかになった変化の要因として，５名の教師が子どもに対する何かしらの困惑し

た経験があった．また他の教師との出会いに影響を受けていた．支援学校への異動により，子ども

の見方が変化した教師が5名，研修に参加した教師が３名であった．

　①児童に対して困惑した経験

　B教諭は１＋１＝２がわからない子どもにどうやって算数を教えればいいのか悩み，どうやったら

子どもが理解できるだろうと考えて一人で悩んでいた．また，支援学校への異動後，子どもへの関

表４　インクルージョン
推進教師アセスメント得点

属性 合計点 平均点

A 教諭 15 1.875

B 教諭 22 2.75

C 教諭 20 2.5

D 教諭 19 2.375

E 教諭 18 2.25

F 教諭 20 2.5

G 教諭 19 2.375

H 教諭 23 2.875
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わり方がわからないことと，子どもの理解ができないことへの辛さを感じていた．C教諭は障害のあ

る子どもに対峙したときに，わかろうとしたが，わかる方法がわからずに困惑した，その後なにも

できなかったことへの罪悪感と後悔した経験を語っていた．また，子どもに寄り添う姿勢で子ども

と向き合っていた時に，子どもに先生は私のことを何もわかってないと言われてショックだったこ

とを挙げている．D教諭は教室を飛び出してしまったり，友達とのトラブルが多かったりする子ども

たちをどう理解していったらいいかわからないことがあった．E教諭は保護者から発達障害について

の告知をされた子どもの理解の困難さを感じた経験を語った．また学級に支援が入らずに一人で抱

えることへの困惑もあったという．それぞれの教員が子どもに対して，理解しようとしたが理解で

きないことに困惑したり，担任一人で子どもの対応をすることに悩んだりした経験があった．F教諭

は，はじめてアスペルガーの子どもを担任した際に，知識が全くなく，わがままを言っているとし

か思えなかったという経験があった．

　②他の教師との出会い

　B教諭は，支援学校で子どもとうまく関われなくて悩んでいた時に，先輩の先生から教えてもらう

ことで，気持ちが前向きになったと語る．C教諭もまた，子どものことで悩んだ際に，主任の先生や

同僚の先生に相談をし，叱咤激励を通した学びがあり，教員としての専門性の向上につながってい

る．D教諭は，子どもの理解に悩んだ際に，一人で抱え込んではいけないことを強く感じ，周りの先

生に支えてもらった経験を語った．また，特別支援に詳しい養護教諭との出会いが，子ども理解へ

の見方を変化させた．E教諭は特別支援教育コーディネーターとの出会いが，特別支援教育の研修に

参加するようになったきっかけであることを語った．F教諭は，特別支援学級の先生が親身にアドバ

イスをくれたことが記憶に残っていると語った．

　③支援学校への異動

　A，B，C教諭は支援学校（以前の養護学校）への人事異動が，強く印象に残っていたことを語った．

A教諭は支援学校での，子どもたちに合った豊かな教育課程と，そこでいきいきとやっている先生

方や子どもたちの姿を通して，自分の生きる道がここにあると，自分の教育観，人生観を大きく変

化させている．B教諭は支援学校で一人一人の子どもをどういう風にして見るかという視点を学び，

集団を見る視点から個を見る視点へ変化したと語っている．C教諭は予想とは異なる出来事が起きた

り，子どもの様子が日々異なったりしていることに戸惑っていたが，子どもとの関わりの中で充実

感ややりがいを感じるようになり，子どもと向き合う個別支援の醍醐味へと変化している．この３

名は支援学校への異動を通して，これまでの教育観とは異なる実践に出会い，新たな視点を取り入

れ，変化に至っている．

　④研修や講演会への参加

　D，E，F教諭は，研修会や講演会に参加し，障害について学び，授業のユニバーサルデザインに

ついて，学級の環境調整，より効果的な支援方法についてなどを学んだことを，日々の実践に取り

入れていったことを語った．
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表５　子どもの見方の変化について語った教師のライフ・ストーリーの概要

属性 変化 要因 意味 その後

B 子どものわからなさとか
できなさを、なぜできな
いんだって子どもに返す
んじゃなくて、どうして
できないんだろうって原
因を考えようっていうよ
うな考え方になった。

担任一人で悩みを抱
える

どうすればいいのかなって、
１＋１が２っていうのがわか
らない子にどうやって算数を
教えればいいのかなって悩ん
だことはありました。…でも
そういうような視点で「こう
やったらいいよ」っていうの
は全然なってないような時代
だった気もしますね。

子どもを通して自己を振り返
る
うまく子どもができなかった
ことはすべて先生が自分に返
してると思うんですよ。自分
の教え方に何かしらの問題が
あったのかなとか、自分の見
取りが甘かったの方とかって
いう風に。そこはずっと、先
生をやる限り、ずっとその気
持ちでいたいなっていう風に
思いました。

支援がなかなかうま
くいかない

放課後一緒にお勉強しよう
ねっていう感じで、課外で繰
り返しドリルやったりとかし
て、それでもこうなかなかう
まくいかない感じはありまし
たね。

どうやったら子ども
が理解できるだろう
という思いと困惑

ひたすら悩んで、どうやった
らこの子たちが理解できるだ
ろうって、自分なりに工夫
して、この子たちが理解する
にはって考えてた時期でした
ね。

実践の中での子ども
の背景への気付き

乱暴でしか自分の気持ちを表
現できない子だったんで、で
いけないことをいけないって
伝えるときに、ひざに乗っけ
ると全然嫌がらないっていう
ことに気が付いて、怒ってい
る時でも、だから、ああ、こ
の子ってやっぱり愛情が足り
ないんだなっていうう風に、
実践の中でちょっとずつ気が
付くみたいな。

支援学校への人事異
動

最初に来たときは、ここの学
校の教育に関心があって来た
んではなくて、人事上の都合
で、ここにお世話になること
になったんです。

特別支援教育への理
解

びっくりしました。こんな教
育があるんだって。

子どもがかわいいと
思えない

私がその時期ね、ほんとに恥
ずかしい話なんだけど、そん
時に思ったことがあって、今
まで小学校とかで先生をやっ
てきた一番の理由は、子ども
が好きで、子どもがかわい
いから、って思ってたけど、
かわいいって思えないって。
思っちゃった。まあ、だって、
いるんだけど、私のことを全
く認識してくれない。

子どもへの関わり方
がわからないことと
子どもの理解ができ
ないことについての
辛さ

目の前にいるけど、どうやっ
てこの子と交信していけばい
いのかってことが、一つも自
分の中で、手が思い浮かばな
かった。でもう、３日目にも
うやめるしかないって思っ
て。
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教員をやめようと思
う

もう続けられないと思った。
教員を。もう何もできない、
お手上げーって。でもだから
こそ、今まで私、通常学級
で、甘えてきたんだなって。
私がこの子をわかるんじゃな
くて、子どもたちが私のこと
を理解して、くみ取って、合
わせて、やってきてくれたん
だって。

周りの教師からの教
え

それこそ先輩の先生に教えて
もらいながら、ちょっとずつ
ね、気持ちを前向きにしまし
た。

子どもとの信頼関係
を築く

ある意味純真で純粋じゃん。
嘘がないじゃん。それがわ
かってきたら、だんだんこの
子たちが愛しくなってきて、
一緒にいることが楽しくなっ
てきて、コミュニケーション
ができるにつれて、いっこつ
ながった、いっこわかったっ
ていうことが一つ一つ増える
にともなって、お互いに相手
との信頼関係を築くってこう
いうことなんだろうなって。

子どもに寄り添うこ
とへの信念を貫く

わかっているつもりだったけ
どわかってないって言われ
て、でも自分のスタンスを変
えることもなかったし、やっ
ぱりわかろうとして。だから
特別ね、自分を変えたとか、
そういったことはしなかった
ね。

C 目の前にいる子に対して
の責任っていうのかな。
さっきも言ったけど、こ
の子のいいところはなん
だろう、課題にはどんな
ものがあるのか、どうい
うふうにしてあげたいっ
ていうのかね、もっと
もっと心思いを込めて、
この子の成長っていうか
発達っていうかを願っ
て、やるべきだったって
いう思い。

子どもをわかろうと
したけど、わからな
かった

障害のあるお子さんに対峙し
て、なんていうのかな、わか
ろうとはしたけども、わかる
方法がわからなかった。

子どもと真剣に向き合う姿勢	
真剣に笑って、真剣に遊んで、
真剣に叱る。真剣に教えると
か真剣に悩むっていうことも
あるけど。…安心がいいから
ね。遊ぶのも叱るのも、子ど
もが安心して学校とか先生を
好きになってくれるっていう
ことだけかな願いは。

保護者との気持ちの
ずれ

保護者との共通確認が、気持
ちのずれみたいなのが生じて
くるわけだよね。先生はうち
の子についてどう考えてらっ
しゃるか、そこの意見のずれ
みたいなのがやっぱり生まれ
てきて、保護者間でうまくい
かなくなったっていうのはあ
りましたね。

情けない気持ちから
の諦め

最初はね、情けないとか不甲
斐ないとかそういう気持ちで
いましたよ。どうして俺はわ
からないんだろう。どうすれ
ばいいんだろう。で、不思議
なことに後半になったら、ま
いいやって思うようになっ
ちゃいました。しょうがない、
わかんないからわかんないで
しょうがない。
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何もしなかった、何
もできなかったこと
への罪悪感

なにもしなかった、何もでき
なかった。一年終わって、そ
の子と別れたときに、初めて
自分がやってきたことの罪の
重さに。罪悪感っていうのか
な。ものすごくその罪悪感に
さいなまれて、終わった時だ
ね。その子が涙で別れて、こ
んな気持ちでいてくれたん
だ、そういうのがね、わかっ
て。

同僚の先生からの叱
咤激励を通した学び

子どものことで悩んだとき
に、…すぐに隣の主任の先生
とか、同僚の先生とかに相談
をするようにしました。で、
教えてもらったかな。素晴ら
しい言葉とかじゃなくて叱咤
激励なんだけどね、…動きが
遅いとか、もっと動きを早く
しなさいとか、あとは、視野
が狭いとかね。もっとこうい
うところを見なさいとか。今
思うと若い先生に言われるご
く当たり前のことをたくさん
言われましたね。

子どもに寄り添うこ
とを続ける楽しさと
苦しさ

一人一人の子に対して寄り
添っていくっていう考えは
ずっと忘れないで。その楽し
さも苦しさもそこでだんだん
だんだん、わかり始めるよう
になってきましたね。

子どもから否定され
たことのショック

もっとこうしたほうがいいん
じゃないって言ったときに、
先生は私のこと何にもわかっ
てないでしょって４年生の女
の子に言われたことがありま
す。あれはショックでした。

子どもが学校に来て
くれることへの感謝

毎日学校に来てくれてありが
とうでしたね。

子どもに寄り添うこ
とへの信念を貫く

わかっているつもりだったけ
どわかってないって言われ
て、でも自分のスタンスを変
えることもなかったし、やっ
ぱりわかろうとして。だから
特別ね、自分を変えたとか、
そういったことはしなかった
ね。

これが向き合って個別支
援の醍醐味なのかなって
思うようになったことは
あるかな。面白いって
思った。やりがいだね。
やりがいがあった。

支援学校への人事異
動

単純な人事交流です。あのー、
特別支援学校に配属された。

特別支援教育を周囲の教師に
理解してもらうことへの難し
さ
やっぱり先生たちの意識の差
はどうしてもあるかな。特別
支援教育、発達障害のお子さ
んに対する見方、考え方って
いうのはあるかな。どうして
もやっぱり集団だし、人間だ
し、それぞれが。そういう意
識の差っていうのは小学校中
学校にいるからこそ感じるか
な。

予想とは異なる出来
事の起きる、子ども
の様子が日によって
異なることへの戸惑
い

昨日こうだったから今日こう
してみようっていくと、全然
違う様子を見せている。ほん
と日替わりですね。そういう
中で、こうしようって構えて
いたことがその日のうちにと
か次の日に崩されてしまうっ
ていう日々の連続だったん
で、毎日が戦いでした。心も
体も。
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子どもとの関わりの
中で感じる充実感・
やりがい

振り返る間もなく、じっくり
考える間もなく、とにかくぶ
つかって。それが最初はつ
らかったけども割と早い段階
で、一日終わると今日も頑
張ったっていう充実感。心も
体も。それが心地いいような
感じで。結構力がみなぎるよ
うな毎日を送っていました。

目の前にいる子に全身全霊を
尽くす
やっぱりベースになるのは思
いだなって思います。気持ち、
ハートかなって思います。こ
の子たちってやっぱ見るから
ね、思いっていうか気持ちを
ね。通常の子たち以上に読み
取るから。表情っていうか、
思っていることを見透かされ
ちゃうからね。それは感じる。
だからこそ、やっぱり思いが
ベースにないと、この子たち
の前では多分通用しないんだ
と思います。

D 自分がこうって思う学
級っていうのをイメージ
を持ってて、何とか子ど
もたちをその中にってし
ようと思ってたのが一年
目。…そもそもそうじゃ
ないのかなってことを３
年目ぐらいのときに。自
分が思ってる枠っていう
のは持っててもいいんだ
けど、そこに入れない子
たちがいるのであれば、
その枠を広げて、学級作
りをしなきゃいけない。
そこにいるんじゃなく
て、こっちで広げてあげ
れば、みんなにとって居
心地のいいクラスになる
んじゃないかなってこと
をそのあたりから思って
きたかな。

どう理解したらいい
かわからない

やっぱり教室を飛び出した
り、あとは友達とのトラブル
が多かったりっていう子が複
数いて、その子たちをどう理
解していったらいいのかなっ
ていうところは最初思ったと
ころかな。

通常学級の中にいる発達障害
のある子供の居場所を作るた
めの学びの必要性の認識
やっていく中に、なんとかこ
う、いろんな子たちを巻き込
んであげられたらいいな、そ
の子たちを理解したいなっ
て。で理解するためには知識
が必要だなって自分なりに
思って、で、勉強を始めたっ
ていう感じです。

一人だけで抱え込ん
ではいけないという
思いと周りの教師の
支え

一人だけで抱え込んじゃいけ
ないんだなってことは強く思
いましたね。うん、なんか、
ヘルプはちゃんと出そうみた
いなことを、当時は思いまし
た。…いろいろな先生が、そ
ういうときにこういう風にし
てみたらとか、教室にいられ
なくても保健室でいられたら
そこにいてもいいよっていう
フォローはしてもらった気が
します。

いろいろな先生がい
る中にその子とつな
がれる先生が一人で
もいればいい

その子が関わるのは僕だけ
じゃなくて、いろんな先生が
いる中にその子とつながれる
先生が一人でもいれば、そこ
と連携をすることで、うまく
やれるっていうことはすごく
思った。

養護教諭の先生との
出会いによる見方の
変化

当時の養護教諭の先生がそう
いったことに詳しくって、そ
れだけ特性のある強い子たち
には、あの子はこういうこと
があるよねっていう話をして
いって、こっちもあの子を理
解してあげようっていう見方
がちょっとずつ変わっていっ
たっていうか。
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全部のことに、その子が
見せてるもの、すべてに
ちゃんと意味があるって
いうか、ちゃんと背景が
しっかりあるんだってい
うことはすごくわかった
し、それが大事なこと。
言い換えればちゃんと実
態把握してあげるってこ
とが大事だなってことは
強く思いました。

特総研の研修 国立特別支援教育総合研究所
に２か月半行かせてもらえた
んだよね。声かけてもらって。
で、その時も通常の学級の担
任の立場でって障害のことを
学びに行った。そこで今でい
う授業のユニバーサルデザイ
ンみたいなことを意識して学
ぶことができた。

特別支援教育を通常学級に伝
えたい
特別支援学級の先生は特別支
援学級の先生であって、みた
いな学校の中で学びの場が違
うっていう意味でなっている
ことも…自分はまだ通常の担
任でコーディネーターをやっ
たことがないから、もしかし
たら違うのかなとか思うとき
もある

担任としてのスキルアップ
支援学級を３年しかやってな
いので、もうちょっとやりた
いっていう思いもある…自
閉情緒しかまだやってないの
で、そのほかの障害の学級、
知的障害とか、そういうのも
興味はある

通常学級で多様な子
どもたちに対応する
ために特学の担任を
やりたい

当時は通常の学級担任とし
て、UD のことをしっかりやっ
ていきたいってことと、そう
は言っても支援学級もやって
みたい。僕の中では延長だっ
たかな。いろいろな子たちを
理解するために、支援学級を
経験することでよりそっちに
還元できるんじゃないかって
思いがあって。

支援学級の担任と
コーディネーターを
兼務することの大変
さ

特に初めてのことを二つや
るっていうのはさすがに大変
だったなって今は思うんだけ
ど、そういったところの中で
も、全校っていう視点と、学
級っていう視点と両方持ちな
がらやっていくっていうのは
大変だったなって思う。

E 先生になったときは学
校ってこうあるべきだっ
て思いがあったんだけ
ど、勉強していくうちに、
子ども目線でどういうク
ラスにしたいとか、子ど
もの意見を含めて学級作
りをするようになった。
教師目線から少し子ども
目線に立てるようなった
ね。

保護者からの発達障
害についての告知が
あったことへの衝撃

親御さんにうちの子は発達障
害ですって言われて、医大に
も通ってずっと配慮が必要な
ので、参考までにこの本持っ
てきたので、読んでくださ
いって。その子のことが強烈
で。

子ども目線に立つ
子どもに一つ伝えるためにど
うすればわかるかなって考え
るようになったね。

一人で抱えることへ
の困惑

なんで支援が入らないんです
かって、一人ですかって質問
したのを覚えてる。管理職に。
こんな子がいるのに、ぼく一
人しかいないんですか。支援
は誰も入らないんですかっ
て。

子ども理解の困難さ 普段すごい優しくて、おとな
しい子なんだけど、なんだこ
の豹変の仕方はって思ったよ
ね。…最後の最後まで理解は
してなかったかな。

なんでこんなにうま
くいかないんだろう

負の２年間だった。なんでこ
んなにうまくいかないんだろ
うって。
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知識を持っていない
ことへの後悔

今思うと、無知識だったから
申し訳ないって思うね。

障害理解のための学
びの必要性の認識

異動した先に診断受けた子が
いて、勉強しなきゃわからな
いやって思うことがあった。

支援員の方と情報共
有することでの子ど
も理解

センター的機能も活用したん
だけど、個別に取り出してシ
ミュレーションしたらいい
とか聞いたんだけど。うまく
いったのは支援の先生がいた
ときで、キレちゃったときは
その先生に取り出してもらっ
て話を聞いてもらうとか。そ
のときに複数の目が大事だ
なって。

コーディネーターと
の出会い

コーディネーターを通して研
修の案内があって、それに行
くようになったかな。

子どもの視点で困難
さを見るようになっ
た

この子たちって何かしらの困
難さがあるんだと感じてい
た。

研修・実践・振り返
りの繰り返し

まずわからずに研修に行く。
その後また出会って、振り返
ることができる材料になった
かな。うまくいかなかったら
次の研修ありませんかって聞
いて。…一回行ったらわかる
かなって思ったけど、どんど
ん深くなるし、1 回聞いても
わからなかったから、年７，
８回ある研修に毎年行ってた
ね。

研修へ行くことの周
囲の理解のなさ

周りから本当に行かなきゃい
けないのって言われて。

F 障害のある子との出
会い

３校目のときか、初めてアス
ペルガーの子を受け持った時
は、さすがにちょっと戸惑い
ました。…そのころ自分の中
で ADHD だったりアスペル
ガーだったりの知識が全くな
かったので、正直最初はわが
ままを言っているとしか思え
なかったですね。なぜこのよ
うなことを言うんだろうかっ
て。

先生との出会い 特別支援の先生が、すごく詳
しい方で、すごく親身になっ
てくれた方がいたので、い
ろいろアドバイスを下さった
り、大学の講演会にいったり
とか、診断を下した医者のと
ころに行ったりとか、学校全
体で支援してもらったってい
う記憶がすごく残ってます。

理想とするハードル
を下げる

自分の心のハードルをもっと
下げないと、全員の子どもが
そのハードルを跨げるわけで
はないよと。特に支援を要す
るような児童であったら、そ
りゃ当然だろうと。だから、
その自分の心の中のハードル
をもっとさげてあげようよ。
そうしたら自分ももっと楽に
なるよっていう風に言ってく
ださった。
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自分の理想とする学級が
あって、その理想とする
ハードルが高ければ高い
ほど、ついてこれない、
越えられない子もいるん
だなって。

気持ちの変化（怒ら
なくなった）

ちゃんと理解させて、怒ると
きもありますけど、命の危険
に関することとか、そういっ
たことはあるんだけど、そこ
らへんは明確にして、やっぱ
り本人が納得できる、理解で
きるようにしてあげることが
すごく大事なんじゃないかな

特別支援を要する子
どもの視点に合わせ
た授業づくり

授業で関して言えば、不適切
発言であったりとか、離席で
あったりとか、そういった子
たちが、あんまり目立たない
ような授業、グループワーク
だったり黒板のとこに来て書
かせるとか、誰とでも話に
行っていいよとか、終わっ
ちゃったら家庭教師をやる
とか、誰か教えに行くとか、
ずーっと座りっぱなしの授業
ほど地獄なものはないので、
そうせざることもあるんです
けど、なるべくそうじゃない
ことを心がける授業ですね。

H この世界は定型発達の人
が社会を作ってるんだっ
て思ってた。だけど、そ
の人なりの学び方や育ち
や成長の仕方がある。

特別支援教育より通
常学級で教えたい

教育実習で当時の養護学校に
も行ったし、通常の学校にも
行ったけど、やっぱり子ども
に何か教えて、子どもがすぐ
にストレートに反応が返って
くる、打てば響くっていうか
さ、普通の子を教えたいよっ
ていうふうに思った。

ことばの教室の担当
になる

吃音の子とかね、面白いな
あって思って、一生懸命関
わったり、構音で来てるんだ
けど、ものすごい発達系の子。
あとは知的の子、全然ほんと
に言葉がなくて、幼児さんだ
から、毎日きれいなビオトー
プ眺めたり。

支援学校への異動 支援学校ですごく世話になっ
た女の先生がいて、発達障害
は人類の進化形だって。

２．教育観の変化，ならびに変化に対する要因とその意味

　(1)これまでの教育観とは異なるものへの変化

　A，B教諭は障害のある子どもをどのようにして学級に取り入れるかを，担任だけでなくクラスの

子どもたちと一緒に考えるようになったという変化があった．A教諭は病弱の女の子がレクレーショ

ンに参加できるにはどうしたらいいか，学級で話し合ったり，保護者と具体的な配慮の方法につい

て話し合って連携をとったり，病院を訪ねて主治医の先生とも相談をしたりするようになったと

語った．B教諭は障害のある子を他の子どもとどのようにつなげていくか考え，学級としてどう受け

止めるかについて子どもたちの話し合いの時間を作るようにしたと語っている．またA教諭は，小

学校の学級担任をしていたころは，障害のある子どもも含めて自分が何とかしてやっていかなけれ

ばならないという思いから，養護学校（支援学校）は必要ないと思っていたが，支援学校を経験し，

ここに私の生きる道があると教育観だけでなく人生観も大きく変化した．B教諭は，これまでは学級

のことは担任一人が抱えていたが，通常の小学校でもTT（チームティーチング）のシステムを取り

入れたり，個別指導を行ったりと，学校全体で子どもたちを見ていこうと取り組むようになったと

変化を語っている．
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　F教諭は，授業に関して不適切発言や離席をする子が目立たないような授業をグループワークや黒

板に書かせる，終わったら家庭教師として誰かに教えに行くなど，授業中に座りっぱなしにならな

いように心がけていると語った．G教諭は，特別支援学級とか通常学級とか垣根はなく，全ての子ど

もに特別支援教育が大事で，特別支援教育は，教育全部のベースだと思うようになったと語る．

　(2)変化の要因

　①児童に対して困惑した経験

　A教諭は，病弱の女の子に出会う前に，子どもがいじめられていることに気付けなかったことに対

するショックや，学習上の遅れがある子どもに対して何かしてあげたいけど，どうしたらいいかわ

からないと，一人で悩んだことがあった経験を語った．また，特別支援学級を進めたが，保護者は

みんなの中でやりたいと，頑として受け入れてもらえなかったことがあり，その経験から，保護者

と連携し，学級の中でどう受け入れていくか考えるようになったとうかがえる．

　②他の教師との出会い	

　A教諭は，支援学校での経験を特別支援学級で実践していた．そのときの通常学級の同僚の先生が

面白いことをやってるねと声をかけてくれたり，子どもの頑張りを保護者に話をしてくれたりする

ことで，これまでの自分の経験が総合的に練り直されたと語っていた．B教諭は，支援学校での経験

を通常の小学校で生かそうと考えていたが，なかなか他の教師からの理解を得るのが難しく，悩ん

でいたが，特別支援教育に理解のある管理職の先生によって，励まされ，通常の学級でのTTを行っ

たり，個別支援を行ったりすることができたと語っていた．

　③支援学校への異動

　A教諭がこれまで養護学校に否定的で，養護学校は必要ないと考えていたが，その養護学校へ異動

し，そこで子どもたちに合った豊かな教育課程を学び，教師や子どもがいきいきとやっている姿に

触れ，子どもとの関わりの中で充実感ややりがいを感じ，教育観が変わったと語っている．G教諭も

支援学校へ異動してから，特別支援教育が全部の教育のベースだと思うようになったと語っている．

表６　教育観の変化について語った教師のライフ・ストーリーの概要

属性 変化 要因 意味 その後

A 子どもたちにもどうした
ら、その子を取り入れて
かんがえようとかいろい
ろやった。…今でいう合
理的配慮かな。…病院を
訪ねて行ったり、主治医
の先生とも話をしたり、
いろいろしたかな。

何かしてあげたいん
だけど、どうしたら
いいかわからない

クラスの子たちに何かできた
か、その子の学習の保証のた
めに何かできたかって、なか
なか。そういう気持ちはあっ
たけど、できなかったかな。

この子に必要な力をつけてあ
げたい、つけてあげなきゃ。
…クラスの中で自分が何とか
しなきゃっていう思い。

いじめに気付けな
かったことにショッ
ク

仮分数って言われてるんです
よって言われて、それをなん
とかしてほしいみたいな、ね、
訴え。でもその意味が全然分
からなくて。…病気か、生ま
れたときの障害があったのか
な。それを指して子どもたち
が馬鹿にしてた…っていうの
がすぐにわからなかったこと
が。

担任一人で悩みを抱
える

（誰かに相談することもなく）
自分一人で抱えていたかもし
れないね。
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個別支援のできない
葛藤

ずっとノートに漢字ばっかり
書いてるのね、ご機嫌で漢
字書いてるんだけど、もう
めちゃくちゃに書いてるの
ね。自分の好きなように。そ
れがまあそれでご機嫌だから
一日過ごしていたんだけど、
でも個別の支援ができていな
かったんだよね。…何とかし
てあげたかったんだけどでき
なかったって自分がずーっと
残って。

学びの場の選択につ
いての葛藤

その子のお母さんに特別支援
学級を進めたんだけど、保護
者はみんなの中でやりたい
と。だからちょっとほんとに
どうしたらいいか、自分のク
ラスの子なんだけど、なんか
行かせていいものやら、行か
せないで自分で何とかしな
きゃという思い。

学校が変わることで
新たな同僚との出会
い

もうちょっと周りの人たちと
考えながらとか、こういう状
況はどういうもんだろうっ
て、うちの学校には特別支援
学級があるから、そっちはど
うかとか、特別支援学級の先
生と相談してね。

保護者との連携 お母さんとじゃあ送り迎えど
うしましょうかっていろいろ
細かいところをやっぱりは
いりょしていかないといけな
かったから、すごい具体的に
こうしましょう、ああしま
しょうって考えて。子どもた
ちもそこは一緒に考えていこ
うっていうことで。でもそれ
は彼女がいることでクラスが
優しくなったていうかね。

それまでは自分がなんか
やってかなければならな
いって思いがあって、養
護学校なんて必要ないん
じゃないかって自分の中
の考えが一つあった。
→（特別支援学校は）やっ
ぱり豊かな教育課程があ
るわけだよね。子どもた
ちに合った教育課程が
あって、教育内容があっ
て、先生方もいきいき
やっている姿があった。

養護学校への異動 子どもたちがなんか変わって
いくのを見て、すごく励まさ
れましたね。ここに私の生き
る道があるのかなって。

養護学校の中で自分がこの子
たちともっとやったり、外に
発信したりね。外に発信する
こともできるだろうし、なん
かもっと養護学校っていう枠
を超えて、何かできないのか
なって考えてたね。

子どもとの関わりの
中で感じる充実感・
やりがい

子どもたちに関わっている
と、自分が逆に生かされるっ
ていうのかな。

保護者とのつながりと
か、地域とのつながり連
携、医療機関との連携そ
ういうのをやったり、あ
るいは校内で今でいう
コーディネーターみたい
な役割で、ちょっとこの
子心配だから見てくれ
る？っていって見に行っ
たり、あるいは保護者と
相談したりすることも始
めてましたね。

小学校の中での特別
支援教育への取組

通常学級の先生がああ面白い
ことやってるねって言ってく
れて、楽しそうだねって。ほ
かの子たちも「僕も何とか学
級行ってみたい」とかってい
うことを言っていたり、そこ
で今までの自分の経験が総合
的に練り直されたかな。

特総研の研修に参加
特別総合研究所にちょっと短
期研修に行かせてもらって、
でそこで学習障害とかその当
時の偉い人たちから聞いてほ
んとに勉強になったなって
思って。
行政として特別支援教育のシ
ステムを作る
県庁で、いわゆる特別支援教
育担当として。
管理職としての実践
実際に子どもの指導に携わっ
たり、特別支援学級に行った
り、やっぱり気になるね特別

同僚の先生との良好
な関係作り

先生方の環境を大事にしてた
から、養護教諭の先生や通常
学級の先生もそうだし、交流
しないといけないから、いい
関係をもってないとだめだか
ら。



－ 288 －

小学校教師における支援を要する子どもに直面した際の困惑とその後の「子どもの見方」の変化

同僚の先生の変化 すごいねとか、こんなことで
きるのってね、周りの先生た
ちが常に常に声をかけてくれ
てて。それをお母さんに言っ
てくれるの。周りの先生がお
母さんに声をかけてくれるか
ら、お母さんもうれしくなっ
ちゃったり、すごく周りの先
生ともうまくいってたりして
たな。

支援学級でやってることは
ね。…積極的にかかわって、
今もそうだし、特別支援学級
の先生といろいろ相談しなが
らやってます。

B 私には特別支援ってい
う、なんか自分の中で視
点があるから、だからそ
れを通してみると、あー、
この子はこういう子だ
な、発達障害系だなって
思うわけじゃない。でこ
の子とほかの子をどうい
うふうにつなげていこう
かなって考えていって、
その子を学級としてどう
受け止めるんだって。そ
の一つのクラスをいいク
ラスにするって自分にで
きることはなんなんだっ
ていうことを、いつもい
つもこどもたちに考える
ように。

通常級の中での教育
の仕方の変化

何か問題が起きれば、考える
ようにっていう時間を作るよ
うにしてたのね。そしたら
そのクラスはだんだんだんだ
んそういうふうになっていっ
て、すいません、忘れ物が減
らないので話し合いの時間を
くださいって言って。…自分
たちで解決するっていうこと
をすごい積極的にやるクラス
になったんだよね。

子どもの主体性を育てる
子どもが自分でできたって感
じられたらいいなって。あん
まり先生が前に出ないで。子
どもがね、はあ誰の手も借り
ないで自分でできたっていう
風に思えるような経験をいっ
ぱいさせてあげたいなって。

結局何が一番大事なのか
なっていう考えたとき
に、どの学校行ってもそ
の子供にとって必要なの
は大事だなって思う実態
を見極めて、そしてその
課題を見つけたら、適切
な目標を立てて、適切な
支援をすればいいってい
う。それはどこに行って
も変わりないんだって。
そこを見過なければ、ど
こでも同じことをやれば
いいんだなって思った。

集団を見る視点から
個を見る視点への切
り替え

子どもを見る実態把握って大
事だっていうじゃない。それ
を一言で言ったって、小学校
の指導案で書く実態って、学
級全体の実態でしょ。そうい
う風な見方をいつまでもして
るわけだよ。このクラスは明
るく元気でっていうクラス
は。（特別支援の）一人一人
の子をどういう風にして見る
かっていう視点が、やっぱ一
番は大きかったのかな。

意識して行っていること
的確な実態把握、適切な目標
設定、そしてそれに応じた適
切な支援。

１対１の視点と１対
35 の視点のバラン
スをとることへの気
付き

小学校に戻ってから、子に即
しちゃうというか、一人一人
にね応じようとして、集団よ
り個っていう目になっちゃっ
てたのね。…私が一斉に投げ
かけた言葉を 35 人がキャッ
チできるようにしていかない
とだめなんだって。わから
なかったら、はいって一人
一人にこたえていくんじゃな
くて、一斉に聞くっていう力
を育ててあげないとだめなん
だ。

自分が大切にしてきた特
別支援の考えだったりノ
ウハウだったりがあるの
に、なんかそういうもの
でっていうように思えな
くなっちゃってた…（通
常学校でも特別支援を）
やるべきだなって、変
わってきてた。私の中で。
私ひとりではどうにもで
きないって思ったし。

通常学級で特別支援
が通用しないことへ
の苦しさ

ほんとに大変だった。あのと
きはほんとに悩んだ。…大き
な声で静かにしなさいって言
わないと話もできないみたい
な。わさわさしてて。なんか
あのクラスが一番苦しかっ
た。

人的交流による特別支援の拡
充
もっとみんなが勉強してさ、
勉強するっていうだけじゃな
くて、支援学校が持ってるノ
ウハウを人的交流でもいい
し、人が行き来する中で、特
別支援がもってる力をさ、小
学校中学校にもっと還元して
いくといいなって。

通常の中でのチーム
によるアプローチ

こっちにブースを作っておい
て個別指導。…そこに校長先
生や教頭先生とか空いている
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先生はとにかく来てくださ
いって言って応援頼んで入っ
てもらうんだけど。…TT の
システムを全部つくって、っ
てやってました。

小学校の中で支援を要する子
どものサポートをしていきた
い
まだまだ、隅々まで特別支援
的な発想だったりとかが、い
きわたっていない小学校に、
その良さを伝えていきたい
なって、自分がね、ここで実
践していたものとして、それ
はすごくあります。…何とか
してあげたいじゃんね。困っ
てる子たちにも先生たちにも
ね。

特別支援教育に理解
のある管理職との出
会い

先人を見てみろ。偉大なこと
をやろうって、あとになった
らそういう偉人になった人で
も、捨て石になった人がたく
さんいて、そういう何人も何
人も名前も残らない人たちの
上にやっと、これができまし
たっていって偉い人が出てく
るんだと。そういう人がいな
いと、時代が変わらないんだ
から、がんばれって言ってく
れる校長先生がいて。だから
私は単純だから頑張れた。

G 特別支援教育は全部の教
育のベースになる。

支援学校への人事異
動

特別支援学級とか通常学級と
かじゃなくて、全部に、垣根
はなく、お子さんの特性にも
関係なく、全部のお子さんに
大事だなって思うようになり
ました。ここ（支援学校）に
来て。支援学校に来て特別支
援は、教育全部のベースだ
なって思いましたね。

Ⅴ　考察

　８名の教師語りについて，子どもの見方の変化や教育観の変化とその要因，教師にとっての意味，

その後についてを分析し，まとめたものを図１に示す．大きな変化は，教師の視点で子どもを見て，

教師主導で子どもたちに教えていたことから，子どもの視点に立ち，子ども中心の見方へと変化し

たことである．その要因として，これまでの教師としての経験や考え方では，子ども理解ができな

い，うまくいかないといった困惑や悩みの経験があった．それらは教師の中で後悔や挫折としても

残っていることが多く，その後の変化に大きな影響を与えていたと考えられる．変化の要因として

は，同僚や他教師との出会い，学校の異動，研修の外的要因や，それらを通した学びや子どもとの

信頼関係を感じるといった内的要因がいくつか重なっていた．これらの要因について教師が積極的

にそれぞれの意味を見出して受け止めて，変化が起きていたと考えられる．変化のプロセスは教師

によってそれぞれ異なるが，教師の視点から子どもの視点への変化は８名に共通していた．変化後

も子どもと向き合い続け，自己を振り返るとともに，さらに教師としてのスキルアップを目指し，

学び続けていることもわかった．さらに，特別支援教育の理解を通常の小学校の中で広げようとし

ていることが見出された．特別支援教育や教育の原点とは，子どもの視点に立った教育観と，教師

自身が実践を振り返り続け，より子ども一人一人に合った教育や支援を行い続けようとすることだ

といえるであろう．

　先行研究では，生活科の導入を取り上げて教師の専門性の向上過程を検討したところ，複数の要

因が重なる中で，技能の熟達化や困難の克服，人間的成長が進んでおり，その過程では共通に子ど

も観・教育観の変化と教師としての自己変化が起きていた（岸野，2006）とされる．本研究で，支

援を要する子どもとの関わりの中で教師が抱えた葛藤や悩みをどのように克服し，変化が起きたか

検討したところ，複数の要因が重なり，そのことに意味を見出し受け止めることで，これまでの自

分の教育観や実践を振り返り，子どもの見方の変化が起き，教師としての専門性が向上していたと
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理解できる．

　子どもの見方の変化の主な要因として，同僚や他教師との出会いにより，新たな子どもの見方の

視点や，教師としての専門性について学ぶことにつながったり，研修に参加するきっかけになった

りすることで，変化に至っていた．

　人事異動により，支援学校に異動したことが要因になった教師もおり，そこで，今までの子ども

観や教育観と異なるものと出会うことで，一度は子どもとの関わりや教育の実践に対して戸惑いを

感じながらも，一人一人に合った教育課程を学んだり，充実感ややりがいを得たりすることで，こ

れまでの自分の教育観が大きく覆されて変化している．そのため，支援学校での経験は，教師とし

ての専門性の向上や，教師の教育観を広げることに大きな役割を果たしているといえるのではない

であろうか．2007年から特別支援教育が学校教育法に位置づけられ，すべての学校において，障害

のある幼児児童生徒への教育をさらに充実していくことになった．このような結果からも支援学校

で行われている障害児教育を通常の学校に広めていくことで，子どものニーズに合った教育が行わ

れるようになるであろう．

　一方で，30代の教師はすでに特別支援教育が通常の小学校でも制度としてスタートしていたため，

支援学校の経験はないが，同僚や他教師の教えや，研修への参加をきっかけとした，特別支援教育

の学びにつながっていることが見出された．

　子どもの見方の変化が起き，特別支援教育の視点や考え方を学び，実践してきた教師は，それを

通常の小学校でも広めていこうとするが，自分の実践が周りから認められることによって，その思

いが強くなっていくことがわかる．周囲の教師に理解してもらうことへの困難さは，どの教師も感

じていたが，身近なところで理解してくれる管理職や他教師と出会うことで，自分が実践してきた

ことに自信をもち，周囲への伝達やサポートに意欲的になっていくと推察される．

　本研究では，教師の葛藤や迷いの経験といくつもの要因から，教師の子どもの見方への変化する

例が示された．教師が子どもと向き合い続け，子どものできなさを子どものせいにするのではなく，

自分に返し，実践を行っていくことが重要であると言える．

　最後に今後の課題を述べたい．本研究は，半構造化面接によるインタビューを行うことで，教師

のライフストーリーから，小学校教師の見方の変化に対する知見を得ることができた．

　その一方で本研究では，小学校以前や中学校，高等学校，特別支援学校などの小学校以外の校種

での採用者を分析対象から外して分析を行った．そのため，各校種による，子どもに対する困惑し

た経験や変化のプロセスについてはさらなる検討が必要である．また，特別支援教育の取組が始

まってから採用された教師にはインタビューを行っていないため，その点についても検討する必要

がある．

　また，今回の研究では，男女差についての比較は行っていない．対象者の人数を増やし，男女比

も同様にした場合，男女差も結果に表れてくる可能性もある．そのため，対象者を拡大し，検討し

ていく必要があると思われる．
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図１　教師たちによって語られた変化の構造




